
「CS改善活動」に
役職員一丸で取り組み、
「信頼されるＪＡ」実現へ

第
十
六
回

　通
常
総
代
会

　次
第

一
、
開
会

二
、
Ｊ
Ａ
綱
領
唱
和

三
、
代
表
理
事
組
合
長
挨
拶

四
、
来
賓
祝
辞

五
、
議
長
選
出

六
、
書
記
の
指
名

七
、
議
案
審
議

八
、
決
議
案
上
程
・
採
択

九
、
閉
会

第16回　通常総代会

　6月30日（月）、午後2時よりＪＡさっぽろ第16回通常総代会が
共済ホールにて開催され、古屋新一総務部長より開会宣言後、以
下の次第に沿って進められました。

出席者数　582名
本人出席 260名
書面議決 320名
委任状 2名
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「CS改善活動」に役職員一丸で取り組み、「信頼されるＪＡ」実現へ特集

▲ ご出席いただいた総代の皆さま、来
賓の皆さまに向け、挨拶を述べる藤
田範彦組合長。

▲ 議長を務めた、北札幌地区の
橋場武夫氏。

代
表
理
事
組
合
長
挨
拶
よ
り

　

平
成
二
十
五
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

国
際
的
に
は
、
政
情
不
安
・
経
済
危
機
が
多

発
し
、
近
隣
諸
国
と
の
歴
史
認
識
を
め
ぐ
る

外
交
問
題
な
ど
、
多
く
の
懸
念
材
料
が
波
乱

含
み
の
模
様
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
各
国
経

済
の
枠
組
み
を
一
変
し
か
ね
な
い
T
P
P
問

題
は
、
国
会
決
議
の
遵
守
を
求
め
、
引
続
き

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
訴
え
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
十
一
月
の
ア
メ
リ
カ
の
中
間

選
挙
を
睨
み
、
い
よ
い
よ
最
終
局
面
と
見
ら

れ
ま
す
。

　

一
方
、
国
内
経
済
は
、
デ
フ
レ
脱
却
に
向

け
具
体
的
に
動
き
だ
し
た
年
で
あ
り
ま
し

た
。
一
部
の
大
企
業
で
は
空
前
の
利
益
を
計

上
し
て
お
り
ま
す
が
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果

も
な
か
な
か
末
端
に
は
届
か
ず
、
農
業
分
野

で
は
飼
料
・
資
材
・
燃
料
な
ど
の
高
騰
が
大

き
な
打
撃
と
な
る
こ
と
が
、
懸
念
さ
れ
る
所

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

管
内
の
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
春
の
融

雪
の
遅
れ
、
そ
の
後
の
作
物
の
育
成
に
最
も

重
要
な
時
期
の
低
温
・
長
雨
・
日
照
不
足
、

更
に
は
収
穫
期
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
々
、
年
間

を
通
し
て
記
録
づ
く
め
の
異
常
気
象
が
続

き
、
総
じ
て
大
変
厳
し
い
営
農
環
境
で
あ
り

ま
し
た
。
特
に
主
要
作
物
で
あ
り
ま
す
玉
葱

は
、
生
産
者
の
皆
さ
ま
が
永
年
培
っ
て
こ
ら

れ
た
知
恵
や
技
術
・
経
験
を
持
っ
て
し
て
も

最
後
ま
で
補
う
こ
と
の
出
来
な
い
、
大
変
残

念
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。「
今
年
こ
そ
は
！
」

と
願
う
と
共
に
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
の
一
年

間
の
ご
努
力
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
五
年
度
の
Ｊ
Ａ
事
業
の

取
組
み
に
あ
た
り
、
事
業
基
盤
の
強
化
を
課

題
と
し
て
女
性
並
び
に
青
年
部
を
中
心
と
し

て
組
合
員
子
弟
の
組
合
員
加
入
促
進
運
動
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
一
年
で

女
性
三
十
九
名
・
青
年
部
十
一
名
計
五
十
名

の
新
規
加
入
と
な
り
、
ま
た
二
十
五
年
度
の

総
代
改
選
期
に
あ
た
り
、
女
性
総
代
の
選
任

を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。
農
協
の
組
織
活
動

に
女
性
の
果
た
す
役
割
が
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
既
に
ご
承

知
の
と
お
り
で
、
な
お
一
層
、
女
性
の
感
性
・

視
点
を
持
っ
て
地
域
社
会
に
求
め
ら
れ
る
農

協
作
り
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
ご
期
待
を
申
し
上
げ
ま
す
。

次
世
代
対
策
の
一
環
と
致
し
ま
し
て
は
女
性

大
学
「
L
カ
レ
ッ
ジ
」
を
開
講
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
農
協
活
動
の
理
解
者
と
し
て
女
性
の

次
の
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
目
指
す
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
こ
と
を
併
せ
て
ご
報
告
致

し
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
の
事
業
収
支
は
、
事
業

利
益
で
は
前
年
比
四
、三
六
七
万
円
増
加
の

二
億
四
、八
一
一
万
円
を
確
保
し
、
当
期
未

処
分
剰
余
金
は
、
六
億
八
〇
一
万
円
を
計
上

し
て
、一
・
二
％
の
出
資
配
当
を
上
程
す
る
と

と
も
に
、次
期
繰
越
剰
余
金
を
三
億
二
、

一
七
〇
万
円
と
し
て
ご
提
案
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
の
取
組
み
で
あ
り
ま
す

が
、
昨
今
の
農
業
・
農
協
を
取
り
巻
く
環
境

は
近
年
に
な
く
厳
し
い
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
柱
で
あ
り
ま
す
農
協
改
革
に
つ
い
て
は
、

今
後
五
年
間
を
改
革
の
集
中
期
間
と
位
置
付

け
ら
れ
、
政
府
か
ら
次
の
通
常
国
会
で
関
連

法
案
が
出
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
答

申
で
は
中
央
会
・
全
農
だ
け
で
は
な
く
、
単

位
農
協
の
在
り
方
も
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

改
革
は
自
ら
の
意
思
に
基
づ
い
て
行
な
う
も

の
で
あ
り
、
答
申
は
答
申
と
し
て
我
々
自
身

が
今
一
度
、
原
点
に
立
ち
返
る
と
き
で
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
は
地
域
の
総
合
事
業
に
取
り
組
む
組

織
と
し
て
、
組
合
員
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え

る
べ
く
積
極
果
敢
に
改
善
・
改
革
を
図
り
事

業
推
進
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
お
示
し
致
し

て
お
り
ま
す
事
業
計
画
を
確
実
に
実
践
し
、

更
な
る
財
務
基
盤
の
強
化
と
建
全
性
の
向
上

に
向
け
、
経
営
の
効
率
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
員
皆
さ
ま
の
満
足
度
の
向
上

を
目
指
し
た
「
C
S
改
善
活
動
」
に
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ

の
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
り
ま
す
「
信
頼
さ
れ

る
Ｊ
Ａ
」
の
実
現
の
為
に
役
職
員
の
総
力
を

傾
注
し
て
、
農
協
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
尚
一
層

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

議
案
審
議

第
十
六
回

　通
常
総
代
会

　議
案

議
案
第
一
号

平
成
二
十
五
年
度
事
業
報
告
、
剰
余
金

処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
二
号

平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に

つ
い
て

議
案
第
三
号

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

役
員
報
酬
の
支
給
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

退
任
役
員
に
対
す
る
退
職
慰
労
金
の
支

給
に
つ
い
て

議
案
第
六
号

　

役
員
の
退
任
に
つ
い
て

附
帯
決
議
一
件

報
告
事
項
一
件

そ
の
他
決
議
一
件

　

皆
さ
ま
に
ご
協
力
・
ご
理
解
を
い
た
だ

き
、
す
べ
て
原
案
通
り
に
可
決
決
定
さ
れ
、

午
後
四
時
五
五
分
に
閉
会
致
し
ま
し
た
。
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厚別地区

◆
金
融
部
門

Q
窓
口
職
員
を
渉
外
担
当
者
に
配

置
転
換
す
る
等
、効
率
化
を
図
っ

た
ら
い
か
が
で
す
か
。�

（
手
稲
地
区
）

A
既
に
中
央
支
店
で
は
女
性
渉
外

を
登
用
し
て
お
り
、
将
来
的
に

は
他
の
店
舗
で
も
可
能
か
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Q
現
在
の
睡
眠
貯
金
払
戻
損
失
引

当
金
に
つ
い
て
教
え
て
欲
し
い
。

（
北
札
幌
地
区
）

A
睡
眠
貯
金
の
払
戻
し
に
備
え
る

た
め
の
引
当
金
で
あ
り
、
残
高
は

一
〇
、六
六
七
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
共
済
部
門

Q
推
進
ト
レ
ー
ナ
ー
や
事
務
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
説
明

願
い
た
い
。�

（
新
琴
似
地
区
）

A
各
支
店
の
推
進
係
を
指
導
・
支

援
す
る
職
員
が
「
推
進
ト
レ
ー

ナ
ー
」
で
す
。
ま
た
、
年
に
一
回
〜
二

回
程
度
、
支
店
を
巡
回
し
て
事
務
指
導

や
事
務
改
善
指
導
を
実
施
す
る
の
が「
事

務
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」
で
あ
り
、
ど

ち
ら
も
資
格
を
持
つ
職
員
が
行
な
う
業

務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
経
済
部
門

Q
学
校
給
食
へ
供
給
し
て
い
る
札

幌
産
農
産
物
は
、
ど
の
よ
う
な

生
産
方
法
、
流
通
で
行
な
っ
て
い
る
の

か
説
明
願
い
た
い
。�
（
白
石
地
区
）

A
札
幌
市
教
育
委
員
会
と
連
携
し

て
、
組
合
員
が
生
産
す
る
地
元

産
農
産
物
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

Q
地
域
農
業
振
興
計
画
に
つ
い
て

説
明
願
い
た
い
。�

（
南
地
区
）

A
三
年
後
の
札
幌
農
業
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
札
幌
市
内
全
域
に

統
一
し
た
取
り
組
み
と
五
経
済
セ
ン
タ
ー

毎
の
地
域
的
な
取
組
に
分
け
、
現
状
と
課

題
を
ふ
ま
え
振
興
方
策
を
策
定
し
ま
し

た
。

Q
各
部
会
行
事
へ
の
職
員
出
席
を

制
限
し
て
い
る
理
由
を
教
え
て

欲
し
い
。�

（
篠
路
地
区
）

A
制
限
で
は
な
く
統
一
し
た
基
準

で
あ
り
ま
す
。
組
合
員
の
方
か

ら
要
望
が
あ
れ
ば
対
応
致
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
願
い
ま
す
。

Q
農
業
経
営
事
業
の
将
来
の
あ
り

方
や
今
後
の
事
業
方
針
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
説
明
願
い
た
い
。

（
手
稲
・
豊
平
・
厚
別
・
新
琴
似
地
区
）

A
今
後
に
つ
い
て
は
、
一
部
事
業

の
見
直
し
を
図
り
本
来
の
目
的

に
合
っ
た
事
業
内
容
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。
事
業
収
支
面
等
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
項
が
山
積
し
て
お
り
、

具
体
的
な
事
業
方
針
に
つ
い
て
の
結
論

は
ま
だ
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

Q
市
街
化
調
整
区
域
の
農
地
を
守

る
た
め
、
農
協
主
導
で
行
政
に

働
き
か
け
る
等
の
対
策
を
取
り
進
め
て

欲
し
い
。�

（
豊
平
地
区
）

A
農
地
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

札
幌
市
・
農
業
委
員
会
と
の
連

携
に
よ
り
協
議
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

調
整
区
域
内
の
農
地
・
農
用
地
区
域
・

農
振
地
域
を
中
心
に
農
業
を
守
る
事
を

第
一
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Q
遊
休
農
地
解
消
へ
向
け
た
具
体

策
を
説
明
願
い
た
い
。�

（
新
琴
似
地
区
）

A
一
度
に
解
消
で
き
る
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
関
係
機
関
と

の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
情
報
の
収

集
と
共
有
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作
成

と
活
用
、
就
農
予
定
者
へ
の
支
援
活
動

等
が
あ
り
ま
す
。

Q
農
業
資
材
の
在
庫
確
認
が
各
セ

ン
タ
ー
で
出
来
る
シ
ス
テ
ム
に

し
て
欲
し
い
。�

（
新
琴
似
地
区
）

A
資
材
の
在
庫
管
理
手
法
に
つ
き

ま
し
て
は
、
前
向
き
に
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Q
「
札
幌
」
と
名
前
の
付
く
農
産
物

の
取
り
扱
い
構
想
に
つ
い
て
説

明
願
い
た
い
。�

（
厚
別
地
区
）

平
成
二
十
六
年
度

第
一
回 

地
区
別
懇
談
会

Q
＆
A

　

六
月
十
二
日
（
木
）
か
ら
十
六
日
（
月
）
に
か
け
、
全
十
二
地
区
で
地
区
別
懇
談
会

を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
懇
談
会
に
は
、
常
勤
役
員
お
よ
び
各
室
・
部
長

が
二
班
に
分
か
れ
て
出
席
し
、
平
成
二
十
五
年
度
の
事
業
報
告
を
行
な
っ
た
後
、
ご
出

席
い
た
だ
い
た
組
合
員
の
皆
さ
ま
よ
り
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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篠路地区

A
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
向
け
て
、
今
年

は
東
経
済
セ
ン
タ
ー
管
轄
の
生

産
者
に
試
験
的
に
作
っ
て
い
た
だ
く
等
、

現
在
模
索
中
で
あ
り
ま
す
。
将
来
的
に

は
札
幌
市
内
全
域
で
行
な
え
た
ら
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
経
営
企
画
部
門

Q
一
統
括
支
店
一
協
同
活
動
と
は

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
で

す
か
。�

（
厚
別
地
区
）

A
統
括
支
店
単
位
に
組
合
員
と
の

関
係
強
化
と
地
域
住
民
と
の
つ

な
が
り
創
り
を
目
的
と
し
た
活
動
で
す
。

地
域
の
子
供
た
ち
に
市
内
の
農
業
を

知
っ
て
も
ら
う
食
農
教
育
体
験
や
、
Ｊ
Ａ

ま
つ
り
の
計
画
段
階
か
ら
青
年
部
・
女
性

部
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
な
ど
地
域
に

上
や
地
域
住
民
の
生
活
向
上
に
寄
与
す
る

も
の
と
は
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と

し
て
、
答
申
内
容
を
踏
ま
え
た
改
革
案
を

作
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q
出
資
証
券
廃
止
後
の
出
資
金
残

高
の
確
認
は
ど
の
よ
う
に
す
る

の
で
す
か
。�

（
平
岸
地
区
）

A
毎
年
発
送
し
て
お
り
ま
す
「
出

資
配
当
金
計
算
内
訳
書
」
に
て

ご
確
認
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
依

頼
に
よ
り
最
寄
り
の
支
店
で
も
確
認
が

可
能
で
、「
出
資
金
残
高
証
明
書
」
を
発

行
す
る
事
も
出
来
ま
す
。

Q
出
資
配
当
を
増
口
に
充
当
す
る

旨
の
承
諾
書
を
出
資
者
か
ら
も

ら
っ
て
い
ま
す
か
。�

（
琴
似
地
区
）

A
現
在
の
と
こ
ろ
、
承
諾
書
は
も

ら
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
件

に
関
し
て
は
、
当
組
合
の
進
め
方
に
つ

い
て
中
央
会
へ
の
確
認
、
並
び
に
行
政

機
関
の
見
解
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
適

正
な
対
応
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q
組
合
員
へ
の
出
資
増
口
を
要
請

し
て
い
る
が
、常
勤
役
員
は
満
額

出
資
し
て
い
る
の
で
す
か
。（
篠
路
地
区
）

A
出
資
増
口
は
要
請
し
て
お
り
ま

せ
ん
し
、
常
勤
役
員
の
満
額
出

あ
わ
せ
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

Q
中
期
経
営
計
画
の
進
捗
状
況
の

報
告
が
さ
れ
て
い
な
い
の
は
何

故
で
す
か
。�

（
南
地
区
）

A
中
期
経
営
計
画
の
進
捗
状
況
は
、

理
事
会
に
報
告
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
内
容
は
各
支
店
に
お
い
て

確
認
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

◆
総
務
部
門

Q
T
P
P
問
題
・
太
陽
光
発
電
等

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設

の
設
置
・
大
規
模
農
地
集
約
等
に
つ
い

て
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
の
考
え
を
聞
か
せ
て

欲
し
い
。�

（
白
石
地
区
）

A
T
P
P
問
題
に
つ
い
て
は
、
農

産
物
の
安
全
・
安
心
を
強
調
す

る
べ
く
今
後
も
反
対
活
動
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
農
地
集

約
等
は
各
地
域
で
の
格
差
も
あ
り
一
定

の
見
解
を
示
す
の
は
難
し
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

Q
国
の
規
制
改
革
会
議
「
農
業
・

農
協
改
革
」
に
つ
い
て
考
え
を

聞
か
せ
て
欲
し
い
。�

（
南
・
手
稲
地
区
）

A
大
変
な
危
機
感
を
持
っ
て
お
り
ま

す
が
、
規
制
改
革
会
議
で
出
さ
れ

た
答
申
内
容
が
必
ず
し
も
農
家
の
所
得
向

資
も
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

Q
反
社
会
的
勢
力
の
組
合
員
か
ら

の
排
除
に
つ
い
て
は
、農
協
法
の

組
合
員
の
加
入
・
脱
退
の
自
由
と
の
整
合

性
は
取
れ
て
い
ま
す
か
。　
（
琴
似
地
区
）

A
加
入
申
込
い
た
だ
く
場
合
は
反

社
会
的
勢
力
で
な
い
事
を
自
署

に
て
表
明
・
確
約
し
て
い
た
だ
く
事
と

な
り
ま
す
。

Q
反
社
会
的
勢
力
の
組
合
員
か
ら

の
排
除
に
基
づ
き
、
組
合
員
の

加
入
に
あ
た
っ
て
Ｊ
Ａ
で
は
暴
力
団
員

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
で
す

か
。�

（
西
町
地
区
）

A
単
協
と
し
て
の
仕
組
み
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
全
国
連
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
等
で
の
確
認
が
主
と
な
り
ま

す
。
そ
し
て
今
回
は
、
更
に
加
入
時
に

自
署
に
て
表
明
・
確
約
を
い
た
だ
く
事

と
な
り
ま
す
。

Q
役
員
候
補
者
と
組
合
の
利
害
関

係
と
は
ど
の
よ
う
な
事
で
す
か
。

�

（
手
稲
地
区
）

A
農
協
の
事
業
と
競
合
す
る
事
業

を
行
な
っ
て
い
な
い
、
ま
た
は

競
合
す
る
法
人
の
役
員
に
な
っ
て
い
な

い
と
い
う
事
で
あ
り
ま
す
。
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西町地区

中央地区

Q
監
事
候
補
者
の
選
出
に
つ
い
て
、

地
区
定
数
割
等
の
一
定
の
基
準

が
あ
る
の
で
す
か
。�

（
琴
似
地
区
）

A
平
成
十
年
の
合
併
以
降
は
ル
ー

ル
決
め
が
な
さ
れ
て
お
り
、
各

地
区
の
事
業
量
や
組
合
員
数
割
等
を
考

慮
し
た
計
算
式
に
基
づ
き
、
人
数
配
分

を
し
て
お
り
ま
す
。

Q
北
海
道
信
連
に
対
す
る
外
部
出

資
に
つ
い
て
、Ⅱ
分
類
債
権
（
要

注
意
先
）
と
聞
い
て
い
た
が
そ
の
後
の

業
況
に
つ
い
て
説
明
願
い
た
い
。

（
篠
路
地
区
）

A
北
海
道
信
連
の
業
況
が
改
善
さ

れ
、
現
在
は
非
分
類
債
権
で
あ

り
ま
す
。

Q
北
海
道
信
連
か
ら
の
出
資
配
当

は
ど
れ
位
受
け
て
い
る
の
で
す

か
。�

（
手
稲
地
区
）

A
奨
励
金
と
特
別
配
当
金
等
を
含

め
合
計
で
約
一
億
円
で
あ
り
、

財
務
上
は
信
用
事
業
収
益
と
し
て
計
上

を
し
て
お
り
ま
す
。

Q
正
組
合
員
の
平
均
年
齢
を
教
え

て
欲
し
い
。�

（
新
琴
似
地
区
）

A
七
二
・
九
才
と
な
っ
て
お
り
、
昨

年
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
ま
す
。

Q
組
合
員
の
高
齢
化
に
対
応
出
来

る
職
員
の
育
成
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
と
組
合
員
の
相
互
理
解

を
深
め
る
事
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
え

を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。　
（
新
琴
似
地
区
）

A
今
年
度
は
、
顧
客
満
足
度
を
向

上
さ
せ
る
取
り
組
み
（
C
S
改

善
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
行
な
う
こ
と
で
組

合
員
と
Ｊ
Ａ
の
関
係
が
希
薄
化
す
る
事

や
、
世
代
交
代
に
よ
り
取
引
が
減
少
す

る
事
の
な
い
よ
う
に
顧
客
目
線
で
の
活

動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
些
細
な

事
で
も
ご
相
談
下
さ
い
。

Q
農
協
第
2
ビ
ル
跡
地
の
売
却
情

報
を
、
事
前
に
組
合
員
に
も
提

供
す
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
す

か
。�

（
篠
路
地
区
）

A
固
定
資
産
の
処
分
計
画
に
つ
い

て
は
、
総
代
会
の
事
業
計
画
案

の
中
で
、
物
件
を
表
示
し
て
承
認
を
い

た
だ
き
売
却
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
願
い
ま
す
。

Q
倉
庫
（
白
石
米
里
地
区
）
の
利

用
状
況
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
欲

し
い
。�

（
篠
路
地
区
）

A
現
在
は
賃
貸
中
で
あ
り
、底
地
売

却
等
の
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

Q
事
業
利
益
が
毎
年
向
上
し
て
い

る
要
因
に
つ
い
て
説
明
願
い
た

い
。�

（
手
稲
地
区
）

A
平
成
二
十
三
年
度
以
降
に
つ
い

て
は
、
共
済
事
業
に
お
け
る
高

利
回
り
商
品
の
好
調
と
相
談
事
業
の
仲

介
収
入
の
伸
長
が
要
因
で
あ
り
ま
す
。

Q
退
任
理
事
に
対
す
る
退
職
慰
労

金
の
算
出
方
法
に
つ
い
て
、
説

明
願
い
た
い
。�

（
厚
別
地
区
）

A
常
勤
と
非
常
勤
に
よ
っ
て
も
違

い
が
あ
り
ま
す
が
、
報
酬
額
・

年
数
・
支
給
率
に
よ
っ
て
算
出
し
て
お

り
ま
す
。

Q
目
的
積
立
金
の
中
に
、
個
人
情

報
漏
え
い
リ
ス
ク
対
応
等
に
係

る
積
立
金
は
あ
り
ま
す
か
。（
豊
平
地
区
）

A
将
来
に
お
け
る
固
定
資
産
の
改

修
、
除
却
な
ど
の
リ
ス
ク
に
特

化
し
て
お
り
、
個
人
情
報
漏
え
い
に
係

る
部
分
に
対
応
し
た
積
立
は
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

◆
人
事
部
門

Q
職
員
の
人
事
考
課
に
お
い
て
、

組
合
員
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

こ
と
は
出
来
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。�

（
手
稲
地
区
）

A
人
事
考
課
は
、
組
合
員
お
よ
び

顧
客
視
点
も
考
慮
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
う
え
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

※ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
質
問
や
、
過
去
同
様

の
ご
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
割
愛
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
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「CS改善活動」に役職員一丸で取り組み、「信頼されるＪＡ」実現へ特集

常 勤 役 員

理 事

代
表
理
事
組
合
長

○再藤
ふじ

田
た

範
のり

彦
ひこ

厚別地区

○再目
め

黒
ぐろ

晴
はる

夫
お

中央地区

○再前
まえ

田
だ

英
えい

一
いち

北札幌地区

○再南
なん

里
り

正
まさ

博
ひろ

南地区

○再伊
い

藤
とう

幸
こう

一
いち

琴似地区

○再宮
みや

口
ぐち

博
ひろ

幸
ゆき

白石地区

○再齊
さい

藤
とう

信
のぶ

明
あき

西町地区

○再山
やま

根
ね

正
まさ

雄
お

琴似地区

○再松
まつ

下
した

信
しん

一
いち

厚別地区

○再久
ひさ

木
き

　繁
しげる

手稲地区

○再髙
たか

見
み

敏
とし

文
ふみ

篠路地区

○再奥
おく

内
うち

尚
なお

史
し

平岸地区

○再和
わ

田
だ

由
ゆ

美
み

子
こ

女性（広域）

○再大
おお

畑
はた

裕
ゆう

介
すけ

北札幌地区

○再軽
かる

部
べ

幹
みき

夫
お

豊平地区

○再 遠
えん

藤
どう

多
た

壽
ず

子
こ

女性（広域）

○再浅
あさ

井
い

義
よし

正
まさ

北札幌地区

○再脇
わき

屋
や

佳
よし

史
ふみ

南地区

代
表
理
事
副
組
合
長

○再吉
よし

田
だ

照
しょう

一
いち

豊平地区

専
務
理
事

○昇一
いち

條
じょう

彰
あき

彦
ひこ

学識経験者（広域）

常
務
理
事

○再土
つち

田
だ

孝
たか

夫
お

学識経験者（広域）

常
勤
監
事

○再塩
しお

田
た

誠
せい

次
じ

員外（広域）

役
員
改
選
本
年
七
月
一
日
よ
り
平
成
二
十
九
年
六
月
末
ま
で
の
三
年
間
、
役
員
を
務
め
ま
す
理
事
・
監
事
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

※
○再
は
再
任
の
役
員
、
○昇
は
昇
格
の
役
員
で
す
。
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非常勤監事
（西町地区）

監 事

新任役員ご挨拶

○再 宮
みや

本
もと

二
ふ

三
み

男
お

新琴似地区

○再嶋
しま

　順
じゅん

一
いち

篠路地区

○再髙
たか

田
だ

裕
ゆう

一
いち

北札幌地区

○再越
こし

野
の

泰
たい

藏
ぞう

白石地区

○再荒
あら

井
い

和
かず

哉
や

南地区

　代
表
監
事

○再植
うえ

松
まつ

貞
てい

三
ぞう

厚別地区

砂
すな

川
がわ

昌
まさ

勝
かつ

常務理事
学識経験者（広域）

　この度、信用事業担当の
常務理事にご推挙いただき
就任致しました。このよう
な大役を仰せつかるには誠
に微力ではございますが、
組合員並びに役職員の皆さ
まのご指導・ご鞭撻を賜り
ながら、信頼される経営に
努めてまいります。
　今般、農業・農協を取り
巻く情勢は益々不透明さを
増す状況にありますが、組
合長をはじめ組織代表と共
に役職員一丸となって、責務の全うに努力してま
いりますので、より一層のご理解とご協力をお願
い申し上げます。
　最後に、皆さまの益々のご健勝をご祈念申し上
げ、就任のご挨拶とさせていただきます。

非常勤理事
（新琴似地区）

菅
すが

原
わら

正
まさ

行
ゆき

　この度、地域の皆さまのご推挙によりまし
て理事の大役をお引き受けすることとなりま
した。
　私の実家は屯田地区において稲作農家でし
たが、私自身は働きながら家業を手伝ってい
たこともあり、農業の流れや農協の役割等に
ついては理解しているつもりでございますが、
何分にも未経験の分野でございます。今後は
組合員皆さまのご指導、ご協力を賜りながら
ＪＡの発展のために尽力する所存でございま
すのでよろしくお願い申し上げます。

　この度の役員改選にあたり大役をお受けす
ることとなり、大変身の引き締まる思いでご
ざいます。
　現在、農業の先行きが一段と不透明感を増
すなか、農協組織も変革を迫られており、組
合員本位という組織の原点を強化し、組合員
の皆さまのご期待に応えられるＪＡを目指し
てまいりたいと考えております。
　皆さま方の一層のご理解とご協力をお願い
し、就任のご挨拶とさせていただきます。ご
鞭撻を賜ります様お願い申し上げます。

藤
ふじ

川
かわ

　昇
のぼる

　監事就任にあたり一言ご挨拶申し上げます。
　この度の役員改選にあたり地元西町地区よ
りご推挙いただき監事に就任致しました。監
事の重責は非常に重く、私には務まらないと
考え幾度となくお断りさせていただいており
ましたが、熱心にご推挙いただき大役ではご
ざいますが引き受けさせていただくこととな
りました。就任後は関係各位のご協力、ご指
導を受けながら任期を務めたいと思っており
ますので更なるご指導ご鞭撻を賜ります様お
願い申し上げます。

髙
たか

橋
はし

岩
いわ

雄
お

　この度、篠路地区の理事
に就任致しました山本和夫
でございます。このような
大役を仰せつかるには誠に
微力でございますが、先輩
各位ならびに地区の皆さま
のご助言とご協力をあおぎ
ながら業務に邁進してゆく
決意でございます。
　農業一筋で仕事をしてき
たため何分不慣れな事も多
く、ご不便をおかけするこ
ともあろうかと思いますが、
組合員皆さまの暮らしを守り、地域社会への貢献
と共生によって組合員のために尽力する所存であ
ります。皆さま方のあたたかいご理解とご協力を
心からお願い申し上げ、就任のご挨拶と致します。

非常勤理事
（篠路地区）

山
やま

本
もと

和
かず

夫
お

非常勤理事
（白石地区）
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「CS改善活動」に役職員一丸で取り組み、「信頼されるＪＡ」実現へ特集

非常勤理事
（新琴似地区）

黒田　徹

　2期6年、組合のお役に立て
るよう務めてまいりましたが、
その結果は、自らの力不足を痛
感しただけであり、恥ずかしい
限りです。ＪＡを取り巻く環境
は大きく変化しつつあり、それ
に対応する為には、変えるべき
事を変えねばならず、果敢な挑
戦が必要となるでしょう。一方
で、協同組合の原点に立ち戻り
組織の再構築が必要になるとも
思います。
　最後に、ご指導やご助言を下
さった諸先輩にお礼申し上げま
す、ありがとうございました。

平成20年7月　理事就任

　退任にあたり、一言ご挨拶申
し上げます。
　平成23年7月の理事就任から
1期3年に亘り、農協の運営に
携わってまいりました。この間、
組合員皆さまの温かいご支持と
役職員皆さまのご指導・ご鞭撻
により、今般無事に退任するこ
とができ、感謝するとともに厚
くお礼申し上げます。ＪＡ経営
はこれからも厳しい環境に晒さ
れ、一段と経済全体が不透明さ
を増すと思いますが、今度は一
組合員として見守っていきたい
と思っております。
　最後になりますが、組合員皆さま方のご健勝とご多
幸を祈念しますとともに、ＪＡさっぽろの更なる発展
をご祈念申し上げ、退任のご挨拶とさせていただきま
す。

平成23年7月　理事就任

布川賢一
非常勤理事
（白石地区）

　農業変革の時代に、8年間も農協運営
に関われた事に感謝申し上げ、退任の挨
拶と致します。

平成18年7月　理事就任
平成20年7月　代表理事副組合長就任
平成23年7月　理事就任

関戸英樹
非常勤理事
（篠路地区）

　理事退任にあたり、一言ご挨拶申し上
げます。
　1年と2期の7年に亘り、務めさせてい
ただきました。この間、組合員および役
職員皆さまのご指導・ご鞭撻により今般
退任することができ、感謝すると共に厚
くお礼申し上げます。TPPおよび改革等
で農業・ＪＡは益々難しく不透明な時代
となりますが、力を合わせて難局を乗り
越えようではありませんか。
　最後になりますが、組合員皆さまのご
健勝とご多幸を祈念しますと共に、組織
の更なる発展をご祈念申し上げ、退任の
ご挨拶とさせていただきます。

平成19年7月　理事就任

池田　敏男
非常勤理事
（手稲地区）

　退任にあたり、一言ご挨拶を申し上げ
ます。
　昭和51年に旧札幌市農協へ奉職以来
職員として、また平成20年からは役員と
して都合38年間当ＪＡに勤めさせてい
ただき、誠にありがとうございました。
この間、組合員をはじめ関係の皆様方に
ご協力と、多大なお世話になりましたこ
と、厚くお礼申しあげます。
　この後は一線を退き、“人生設計”を
練直した上で、農業に関わりながらも楽
しく悔いのない人生を過ごしたいと考え
ております。今般は農業、ＪＡに対して
かつてないくらいの“向かい風”が吹い
ておりますが、みんなで知恵を出し合い、力を合わせて乗り切っ
ていただきたいと思います。私は陰ながら応援していく所存で
あります。
　末筆ながら、ＪＡさっぽろの発展と皆様方のご健勝をお祈り
申し上げ、一言お礼の挨拶とさせていただきます。

平成20年7月　常務理事就任
平成25年7月　専務理事就任

内藤隆二
専務理事

退 任 役 員
ご 挨 拶
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丘
珠 地 区

初
夏
を
迎
え
て

　蝦
夷
梅
雨
が
よ
う
や
く
明
け
た
六
月
下

旬
。
先
日
ま
で
降
り
続
い
た
記
録
的
な
長
雨

は
生
育
に
多
少
の
影
響
を
与
え
は
し
た
が
、

タ
マ
ネ
ギ
発
祥
の
地
、
丘
珠
で
は
、
広
大
な

土
地
に
育
ち
盛
り
の
苗
が
青
々
と
広
が
る
。

　齋
藤
重
博
さ
ん
は
、
丘
珠
地
区
で
札
幌
黄

を
作
り
続
け
て
き
た
タ
マ
ネ
ギ
農
家
の
四
代

目
。
従
来
、
道
内
で
は
主
流
だ
っ
た
札
幌
黄

が
、
昭
和
五
十
年
代
に
F
1
品
種
へ
と
切

り
替
え
が
進
ん
で
い
っ
た
な
か
で
も
、
幼
い

頃
か
ら
愛
着
の
あ
る
札
幌
黄
の
味
の
良
さ
に

惚
れ
込
ん
で
、手
間
を
惜
し
む
こ
と
な
く「
自

家
採
種
」
を
続
け
て
い
る
。

「
札
幌
黄
は
ね
、
病
気
や
雨
に
は
や
っ
ぱ
り

弱
い
け
れ
ど
、
今
年
は
元
気
な
方
だ
よ
。

ま
ぁ
、
秋
に
な
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い

け
れ
ど
」

　庭
先
で
齋
藤
さ
ん
が
愛
お
し
そ
う
に
見
つ

め
る
の
は
、
可
愛
ら
し
く
風
に
揺
ら
れ
る
ネ

ギ
坊
主
。

“もの好きが作るタマネギ”

そう思われても、作り続けた札幌黄

何度もやめようと考えたけれど、

思い留まらせてくれたのは

待ってくれているお客さんと

絶やすものかという使命感
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「
少
し
、
花
が
咲
い
て
き
て
い
る
で
し
ょ
う
？

ま
だ
ま
だ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
く
ら
い
の
大
き

さ
ま
で
な
る
ん
だ
よ
」

　収
穫
し
た
も
の
の
な
か
で
も
形
、大
き
さ
、

重
さ
、
全
て
に
お
い
て
秀
逸
な
タ
マ
ネ
ギ
が

翌
年
の
春
に
母
球
と
し
て
植
え
ら
れ
、
ネ
ギ

坊
主
と
な
る
。
種
と
し
て
植
え
る
の
は
そ
の

ま
た
翌
年
と
な
る
た
め
、
母
球
の
選
別
時
に

判
断
を
間
違
え
れ
ば
、
以
降
の
タ
マ
ネ
ギ
作

り
に
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
が
、
結
果
は
二

年
後
に
な
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。

も
し
も
に
備
え
て
毎
年
残
し
て
お
く
と
い
う

予
備
の
種
は
二
年
と
も
た
な
い
ゆ
え
に
、
見

極
め
は
試
行
錯
誤
の
連
続
で
、
経
験
だ
け
が

も
の
を
い
う
。

子
供
が
喜
ん
で
食
べ
る
タ
マ
ネ
ギ

　齋
藤
さ
ん
の
家
で
収
穫
さ
れ
た
札
幌
黄

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
庭
先
の
み
で
販
売
し

て
い
る
。
今
年
で
二
十
年
目
を
迎
え
る
と
い

う
自
宅
前
の
直
売
所
。
古
く
か
ら
の
常
連
さ

ん
の
な
か
に
は
、
二
世
代
に
亘
っ
て
通
い
続

け
て
く
れ
て
い
る
方
も
い
る
そ
う
だ
。

「
時
期
が
近
く
な
る
と
、「
今
年
は
い
つ
か

ら
？
」「
ま
だ
？
」っ
て
せ
か
さ
れ
て
ね（
笑
）。

う
ち
は
、
反
別
は
少
な
い
け
れ
ど
待
っ
て
く

れ
て
い
る
お
客
さ
ん
が
居
る
の
は
有
難
い
こ

と
だ
よ
」

　モ
ッ
ト
ー
は
“
食
べ
て
美
味
し
い
”
こ

と
。
店
頭
に
は
、
栗
山
に
あ
る
奥
様
の
実
家

で
作
っ
た
カ
ボ
チ
ャ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
も
並
ぶ

が
、
形
や
見
た
目
が
良
い
も
の
は
多
く
な
い
。

特
に
札
幌
黄
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
く

デ
リ
ケ
ー
ト
な
た
め
、
均
一
に
作
る
こ
と
は

難
し
い
が
「
一
度
食
べ
れ
ば
分
か
っ
て
も
ら

え
る
」
と
、
そ
の
味
に
太
鼓
判
を
押
す
。

「
タ
マ
ネ
ギ
嫌
い
の
子
供
で
も
喜
ん
で
食
べ

黄
の
生
産
量
も
激
減
し
た
。
使
命
感
を
持
っ

て
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
札
幌
黄
を
細
々

と
作
り
続
け
て
き
た
生
産
者
が
居
た
か
ら
こ

そ
、
こ
う
し
て
ま
た
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に

も
繋
が
っ
た
。

「
多
く
の
人
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
っ
て
嬉
し
い
半
面
、
話
題
ば
か
り
が

先
行
し
て
し
ま
っ
て
本
当
の
札
幌
黄
を
知
っ

て
も
ら
え
て
い
る
か
、
味
わ
っ
て
も
ら
え
て

い
る
か
、
少
し
不
安
も
あ
る
」

　ブ
ー
ム
に
踊
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
末
永

く
愛
さ
れ
て
欲
し
い
と
い
う
想
い
が
あ
る
。

ま
だ
、
や
め
ら
れ
な
い

　後
継
者
不
足
が
嘆
か
れ
る
札
幌
市
内
の
な

か
で
も
、
ま
だ
ま
だ
若
い
生
産
者
が
多
い
丘

珠
地
区
。
齋
藤
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
同
年
代
の
子
供
た
ち
だ
そ
う
で
、

自
分
の
年
齢
を
痛
感
す
る
よ
う
に
も
な
っ
て

き
た
。

「
こ
の
間
も
農
薬
の
話
を
し
て
い
た
ん
だ
け

て
く
れ
る
。
そ
れ
が
、
う
ち
の
タ
マ
ネ
ギ
。

大
き
さ
は
不
揃
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
味

に
は
自
信
が
あ
る
か
ら
「
も
う
、
お
た
く
の

し
か
食
べ
ら
れ
な
い
」
な
ん
て
言
わ
れ
る
と
、

生
産
者
冥
利
に
尽
き
る
ね
」

　「肉
厚
で
軟
ら
か
」「
加
熱
に
よ
っ
て
甘
み

が
強
く
感
じ
ら
れ
る
」
札
幌
黄
の
魅
力
を
知

る
に
は
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
が
分
か
り
や
す
い
と

の
こ
と
。
鍋
に
載
せ
る
と
す
ぐ
に
透
き
通
り
、

甘
く
ト
ロ
ト
ロ
に
な
る
札
幌
黄
は
お
肉
と
の

相
性
も
抜
群
で
、
お
店
で
出
て
く
る
な
か
な

4

4

4

か
焼
け
な
い
タ
マ
ネ
ギ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

は
、
ま
ず
口
に
し
な

い
の
だ
と
笑
う
。

状
況
が
変
わ
っ
て

　近
年
、
札
幌
黄
は
「
幻
の
タ
マ
ネ
ギ
」
と

し
て
以
前
よ
り
も
様
々
な
場
面
で
取
り
上
げ

ら
れ
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
。「
札
幌
黄
ふ
ぁ

ん
く
ら
ぶ
」
創
設
の
ほ
か
、
調
理
食
材
と
し

て
魅
力
的
な
札
幌
黄
を
使
用
す
る
飲
食
店
も

増
え
た
。
東
区
で
も
特
産
物
と
し
て
積
極
的

な
P
R
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

そ
の
影
に
は
、
地
元
に
根
ざ
し
た
札
幌
黄
を

絶
や
さ
ぬ
よ
う
作
り
続
け
て
き
た
生
産
者
た

ち
の
努
力
が
あ
る
。

「
ち
ょ
っ
と
前
ま
で
は
、“
も
の
好
き
が
作
る

タ
マ
ネ
ギ
”
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
ね
。
生
産
者
泣
か
せ
の
タ
マ
ネ

ギ
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
そ
の
味
を

知
っ
て
も
ら
い
た
く
て
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

取
材
は
断
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
よ
。「
高

く
て
も
い
い
か
ら
や
め
な
い
で
」
と
、
札
幌

黄
を
楽
し
み
に
待
っ
て
く
れ
て
い
る
お
客
さ

ん
が
い
て
く
れ
た
こ
と
も
大
き
い
ね
」

　か
つ
て
タ
マ
ネ
ギ
の
一
大
産
地
で
あ
っ
た

札
幌
は
、
宅
地
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
タ
マ
ネ

ギ
自
体
の
生
産
量
が
大
幅
に
減
少
し
、
札
幌

れ
ど
、
途
中
で
農
薬
の
名
前
な
の
か
、
自
分

の
飲
ん
で
い
る
薬
の
名
前
な
の
か
、
も
う
分

か
ら
な
く
な
っ
て
（
笑
）。
先
輩
方
も
み
ん

な
ま
だ
や
っ
て
い
る
か
ら
、
体
が
も
つ
ま
で

は
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど—

」

　い
つ
や
め
よ
う
か
と
い
つ
も
考
え
て
い
る

の
だ
と
話
す
が
、
タ
マ
ネ
ギ
を
待
っ
て
く
れ

て
い
る
お
客
さ
ん
の
た
め
に
も
、
ま
だ
や
め

る
訳
に
は
い
か
な
そ
う
だ
。

「
み
ん
な
、
も
う
歳
だ
っ
て
分
か
っ
て
い
る

か
ら
「
私
が
手
伝
い
に
く
る
か
ら
や
め
な
い

で
」「
こ
の
タ
マ
ネ
ギ
が
味
わ
え
な
く
な
る

の
が
悲
し
い
」
っ
て
言
う
ん
だ
よ
。「
や
め

な
い
で
」
と
毎
年
待
っ
て
く
れ
て
い
る
人
が

い
る
う
ち
は
、
ま
だ
や
め
ら
れ
そ
う
に
な
い

か
な
」

　多
く
の
フ
ァ
ン
に
支
え
ら
れ
る
齋
藤
さ
ん

の
札
幌
黄
作
り
。
ま
だ
し
ば
ら
く
、
先
の
心

配
を
す
る
必
要
は
な
さ
そ
う
だ
。

（
二
〇
一
四
・
六
・二
十
四
取
材
）

▲「これが、一番大切なもの。奥さんの次にね（笑）」。種は、乾燥しな
いよう厳重に保存されている。

▲玄関に飾られていたのは、長年のお客さんからプレゼントされたと
いう大きな絵手紙。
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　女性部篠路支部（嶋知子支部長）では、13名が参加し、十勝・
富良野方面へ研修旅行を実施致しました。北海道ガーデン街道
を巡って自然を満喫し、ばんえい十勝ではばんえい競馬のバッ
クヤードツアーに参加し、普段入れない厩舎を見学した後に
レースを観戦！日頃のストレスも吹き飛ぶほどの大興奮で身
も心もリフレッシュして帰ってきました。　　　（津村特派員）

十勝方面へ研修旅行　

ばんえい競馬に大興奮！

6月22日（日）〜23日（月）
女性部篠路支部

　そ菜部会（山本和夫部会長）では、56名が参加し、管外視
察研修会を開催致しました。雪印種苗㈱北海道研究農場では、
緑肥の鋤き込みなどにより得られる病害虫の抑制効果や同社
取扱い品目の品種特性など実物を見ながら研修を行ない、レ
ンゴー㈱恵庭工場では青果物を出荷する上で重要な役割を持
つ段ボールの製造工場を見学しました。視察終了後は懇親会
を開催し、部会員相互の親睦を図り無事終了しました。

（北間特派員）

6月17日（火）
そ菜部会

雪印種苗㈱北海道研究農場・
レンゴー㈱恵庭工場を視察

　女性部厚別支部（植松スミ子支部長）では、
部員47名が参加し、日帰り見学会を実施しま
した。支笏湖では水中遊覧船に乗り、透明度が
高く、鮮明に見える湖底の様子に驚きと感動！
その後ランチバイキングで旬の野菜を使った料
理を堪能し、次に向かった北海道キッコーマン
株式会社では、しょうゆの製造工程を映像や展
示品などで見学しました。

支笏湖水中遊覧船とキッコーマン醤油工場見学6月18日（水）
女性部厚別支部

◀�雪印種苗さんより、
こんなお土産を頂き
ました。
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7月2日（水）
女性部厚別支部竹葉会

今年度の「見学会」は
ＪＡさっぽろ野球部の応援と
プラネタリウム鑑賞

　女性部厚別支部竹葉会（小林祐美代表）では、部員5名に
て「見学会」を実施致しました。当初はリニューアルオープ
ンした青少年科学館で一日を過ごす予定でしたが、事務局職
員が選手として出場する、ＪＡさっぽろ野球部の試合をぜひ
応援したい！との希望により、午前は暑い日差しの下での野
球観戦、午後から科学館にてプラネタリウムを鑑賞しました。

　月寒支店では、西岡第一農事実行組合（松本吉正組合長）
の組合員家族と職員の親睦を図ろうと、八紘学園農場内にあ
るツキサップじんぎすかんクラブにて総勢28名が出席し初
めての交流会を盛大に開催しました。美味しいお肉を食べな
がら、組合員皆さまと色々なお話をし、ビンゴゲームでは豪
華（！？）景品の数々に大盛り上がり！相互の親睦を深める
ことの出来た大変有意義な会となりました。� （谷川特派員）

　手稲支部の資産管理部会（髙田信利支部長）と青色申告会（三
国惇支部長）では、会員30名の参加により合同日帰り研修会を
実施致しました。視察先の旭川では、男山酒造にて試飲を楽しん
でからホロ酔い気分で昼食のジンギスカンを味わい、メインの旭
山動物園を満喫！園内はたくさんの観光客で賑わっておりました
が、会員皆さまの親睦を深めることの出来た研修会でありました。

（羽毛田特派員）

初開催！組合員家族と職員の交流会

恒例の合同日帰り研修会
今年度は、旭川の名所めぐり

6月10日（火）
月寒支店

7月7日（月）
資産管理部会・青色申告会手稲支部

▶�ポンポンと拍手で熱い
声援を送りました！残
念ながら試合は負けて
しまいましたが、きっ
とこの応援は選手の力
になったはず。

◀「ジンギスカン＝ラム」と思われる方が多いと思いますが、
こちらではマトン肉を提供していました。

12 ● JA SAPPORO NIJI—NO TAIJYU

組 合 員 の   活 動 を ご 紹 介 し ま すlaa ac



虹 の ひ ろ ば
JAさっぽろの様々な部会活動の様子をご紹介します

　L カレッジ第 3回講座の講師は深川導運先生！

自分の手相を見ながら、人生観について改めて考える時間となりました。

深
ふか

川
がわ

導
どう

運
うん

先生
手相・タロット占い鑑定士で、
司会業もこなす。過去に天童
よしみの司会を14年間務め
る傍ら手相・タロット占いを
25年。各地で講演も多数行
なっている。

※薬指の下はラッキー線！数の分だけ、年内に良いこと

が起きるかも！？また、生命線を挟むように 1mm でも

平行に線がはしっている方は、3 ヶ月以内に大金を手

にする可能性があるそうです。ただし、この線は 1週

間で消えてしまうそうなので、毎日手をチェックして

くださいね☆ちなみに、利き手は身近な未来を、利き

手ではない手は生まれ持った運勢を表すそうです。

第3回講座　　　　　　　　　　　　講師：深川導運先生

手相は、
“心の鏡”です。

　占いを通しての人生観　

14 ● JA SAPPORO NIJI—NO TAIJYU



▲▲

自分が住みたいと思う平屋賃貸住宅

事業展開のきっかけ“環境は変わる”

　ＪＡさっぽろでは、資産管理事業を通じて組合員の皆様のお役に立てるよう
様々な提案・相談・サポートを行なっております。資産活用のご相談は、各支店
相談課・不動産プラザにお任せください。

施設の概要
敷地面積：405.00㎡（122.51坪）
構造規模：木造平屋建て3LDK　2棟
延床面積155.06㎡（1棟23.45坪）
ガス設備（エコジョーズ）・
各戸2台の駐車場

◎出来栄えと満足度
　効率性・環境性等を考え都市ガス（エコジョーズ）にしたため費用は増えましたが、完成した
建物を見たお父様が “俺が住みたい” と言ったほど、皆さんに自慢できる満足な家に仕上がった
とのことで、建築会社の基本設定が実に良く出来ていると感心されておりました。

◎ＪＡの施主代行方式について
　「事業としては良いと思いました。細かいところや気が付きにくいところへの気配り、建築の
素人には分からないポイントをきちんと押さえてくれていたので安心でした」とのお言葉を頂き、
大変感謝しております。

お忙しい中取材に応じて頂きました石田さん、誠にありがとうございました。

　近年、あるハウスメーカーからこの土地でのアパート経営の提案を受けた際に “事業として成り
立つのか？”と疑問に感じたことがきっかけとなり、数社から取り寄せた事業計画書を検討した結果、
計画書ほどの収益性はないが事業としては成り立つとの結論に至り今回の建築となりました。
　“自分達が住みたいと思う物件” を第一に戸建て住宅に絞り、東日本大震災後の関東方面で平屋建
て住宅の需要が増えているとの調査と JA手稲支店の職員等の意見を踏まえ、北海道でも需要ありと
“バリアフリーの平屋戸建て住宅” にたどりついたそうです。
　アパート建築に比べ一戸当たりの建築コストは若干高くなりますが、“しっかりしたメンテナンス”
により空き家となるリスクを抑えられるとの経験から事業の展開も十分可能であり、“しっかりした
建物” であれば場合によっては売却も可能と考え、土地を分筆して建築をしている等、先々を見据
えた “しっかりした考え” により事業を計画されておりました。

◎施主《手稲地区》　
　有限会社すなやま　
　　　　　石田　均さん

一度は事業を諦めていた場所

　“賃貸経営は、交通の利便性が良くな
いと成り立たないと思っていた” と石
田さん。20 年程前の宅地造成を転機に
アパート建築を検討しましたが、当該
地区では時期尚早との意見もあり、そ
れ以来この土地には固定資産税だけを
払い続けていました。

JA SAPPORO NIJI—NO TAIJYU ● 15



伝

言

板

Ｊ Ａ か ら の お 知 ら せ

CS改善プログラム、始動！

　ＪＡ共済連と北海道警察の主催による生徒向けの「スケ
アード・ストレイド技法による自転車交通安全教室」が札幌
あすかぜ高校・札幌丘珠高校の2校で開催され、自転車の
マナー違反における危険性を全校生徒へ呼びかけました。
　スケアード・ストレイド技法とは、交通事故を現実に近い
状態で再現することにより危険性を疑似体験させる技法
のこと。両校ではスタントマンが様々な実技講習を実施
し、生徒たちは臨場感溢れるスタントに交通事故をより現
実的に捉えていたようです。

　CS改善プログラム導入にあたり、第1週目となる7月7日（月）から4日間に亘って階層別研修
が行なわれ、統括支店長はじめ各支店の渉外・窓口リーダーが実際の活動スキルについて学びまし
た。プログラムは、役職員が自ら考え、自ら行動して課題解決を図るというもの。研修ではロール
プレイングなどを通して管理者は部下に対するコーチング方法、渉外・窓口リーダーは利用者にとっ
て気持ちの良いサービスなどについて議論しました。第2週目からは全支店を3グループに分けて、
本格的なプログラム導入が始まっています。

　サッポロさとらんどで開催される「たまねぎフェスタ」に今年も
ＪＡさっぽろ青年部の直売ブースが登場します！「札幌の大地に実
りの秋」をテーマに掲げ、元気な札幌の農業をPR！青年部員が丹精
こめて育てた自慢の一品を販売いたします。
　皆様のお越しをお待ちしております。

開催日時：9 月 27 日（土）〜 9 月 28 日（日）
「たまねぎフェスタ」期間中  午前 9 時〜   ※ 売切れ次第終了

開催場所：サッポロさとらんど　交流館　
札幌市東区丘珠町 519 番地 1（第 6 駐車場をご利用下さい）

サ
ッ
ポ
ロ
さ
と
ら
ん
ど
に

　

　今
年
も
来
て
！
見
て
！

　
　
　
　
　味
わ
っ
て
！

▲�上司と部下による面談の場面を想定し、ロールプレイングを行なった
管理者研修の様子。実施後には反省点を振り返る。

6/13　あすかぜ高校
7/15　丘珠高校

6/13　あすかぜ高校

スタントマンが体を張って再現！
交通安全マナーの徹底を呼びかける

ＪＡさっぽろ青年部主催　
農産物直売を行ないます！

西町支店改修工事に伴い、下記の日程で同支店のＡＴＭが休止いたします。
他支店のＡＴＭについては通常通り稼動いたします。何卒ご了承お願いたします。

西町支店ＡＴＭ　休止日　　　９／６（土）　　９／１３（土）　　１０／１１（土）

西町支店　ＡＴＭ休止のお知らせ
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伝 言 板
◆
第
三
回
定
例
理
事
会

　

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
六
日
（
木
）、
午
後
一
時
よ
り

本
店
役
員
会
議
室
に
お
い
て
第
三
回
定
例
理
事
会
が
開
催

さ
れ
た
。

●
協
議
事
項

一
、
　監
事
監
査
回
答
書
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
五
年
度
定
期
（
決
算
）
監
査
で
指
摘
さ
れ
た
課

題
事
項
、
要
改
善
事
項
、
お
よ
び
事
務
整
備
事
項
に
対
す
る

回
答
内
容
が
詳
細
に
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

二
、
農
業
協
同
組
合
検
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
改
善
状
況

等
報
告
に
つ
い
て

　

行
政
庁
よ
り
回
答
が
求
め
ら
れ
て
い
る
報
告
書
提
出
後
の

改
善
状
況
に
つ
い
て
、
概
要
お
よ
び
具
体
的
な
報
告
内
容
が

説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

三
、
定
款
の一
部
変
更
に
つ
い
て
［
再
］

　

平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
八
日
開
催
の
第
一回
定
例
理
事
会

で
諮
っ
た
変
更
内
容
に一
部
不
足
が
あ
っ
た
事
に
よ
る
再
提
案

内
容
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

四
、
就
業
規
程
の一
部
改
正
に
つ
い
て

　

土
曜
日
に
お
け
る
休
日
管
理
（
出
勤
体
制
）
を
任
意
の
期

間
（
月
単
位
）
で
管
理
出
来
る
様
に
緩
和
す
る
事
と
、
土
曜

日
と
祝
日
が
重
な
る
場
合
に
お
け
る
取
扱
い
、
並
び
に
産
前
産

後
休
業
期
間
の
社
会
保
険
料
の
免
除
制
度
が
開
始
さ
れ
た
事

に
伴
う
所
要
の
改
正
で
あ
る
事
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

五
、
準
職
員
就
業
規
程
の一
部
改
正
に
つ
い
て

　

準
職
員
に
係
る
産
前
産
後
休
業
期
間
の
社
会
保
険
料
の
免

除
制
度
が
開
始
さ
れ
た
事
に
伴
う
所
要
の
改
正
で
あ
る
事
が

説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

●
報
告
事
項

一、　
Ｊ
Ａ
全
中
要
改
善
Ｊ
Ａ
指
定
解
除
報
告

二
、
地
区
別
懇
談
会
で
の
質
問
・
意
見
等
の
報
告

三
、
延
滞
債
権
経
過
報
告

四
、　
五
月
末
財
務
状
況
報
告

五
、　
五
月
末
組
合
員
加
入
・
脱
退
状
況
お
よ
び
未
済
持
分
譲

渡
報
告

六
、　
六
月
の
動
静
と
七
月
の
予
定
に
つい
て

	

（
閉
会
・
午
後
二
時
十
九
分
）

  

理
事
会
だ
よ
り

支店名 氏　名 享年 月　日
南 阿部千代さん 90 才 6 ／ 26
平岸 高橋静夫さん 79 才 6 ／ 28

西野
南部信夫さん 79 才 7 ／ 6
齊藤義雄さん 95 才 7 ／ 8

篠路
大萱生 博 さん 94 才 7 ／ 5
川島忠雄さん 78 才 7 ／ 5
大萱生美代さん 92 才 7 ／ 9

新琴似 宮本俊行さん 83 才 7 ／ 11

丘珠
西嶋きみ子さん 99 才 6 ／ 17
元木駒吉さん 84 才 7 ／ 2

　下記の正組合員の方々が逝去されました。謹んでご冥
福をお祈り致します。� （6月16日〜7月15日）

おくやみ

（平成 26年 6月末業務実績）（平成 26年 5月末業務実績）

組合員数

正組合員 4,053 名 正組合員 4,051 名

准組合員 23,587 名 准組合員 23,417 名

合　　計 27,640 名 合　　計 27,468 名

出資金残高 46 億 5 千 9 百万円 46 億 4 千 5 百万円

販売取扱高 2 億 7 千 8 百万円 1 億 2 千 2 百万円

購買供給高 3 億 3 千 1 百万円 2 億 2 千 9 百万円

貯金残高 2,603 億 8 千 1 百万円 2,591 億 5 千 8 百万円

融資残高 913 億 8 千 5 百万円 920 億 4 千 8 百万円

共済保有高 6,093 億 1 千 6 百万円 6,119 億 4 百万円

施設建設取扱高 3 千 2 百万円 3 千万円

管理受託戸数 4,117 戸 4,104 戸

※出資金残高については、処分未済持分を控除した額です。

JAさっぽろDATA

　第56回石狩管内ＪＡ野球大会が、7月12日（土）から2日間にわたって石狩市青葉
球場にて開催され、9月に行なわれる全道大会出場の切符を賭け、5チームが熱戦を
繰り広げました。当ＪＡチームは、この春から新入部員2名とマネージャー2名が加
わり20名体制で、髙橋健太監督（北札幌支店）のもと日々練習を重ねてきました。

戦いの軌跡は次の通りです。
・1回戦《対 ＪＡ北いしかり　1−2》
　1点を争う緊迫した試合で先制点を奪われ、追いかける展開
となり最終回に意地を見せて1点を取ったが万事休す！
・第3位決定戦《対 ＪＡいしかり　7−0（4回コールドゲーム）》
　初回から打線がつながり得点を重ね、投げては小本投手（本
店：ローンプラザ）の力投で相手打線を見事完封。チームは第
3位を獲得。

　選手は、最高のプレーと優勝を目指
し2月から練習に取り組んできました
が、あと一歩のところで1点が遠く3位
という結果におわりました。
　当日応援に来ていただきました、多数
の組合員の皆様、役職員の皆様に感謝
を申し上げるとともに、今後もＪＡさっ
ぽろ野球部をよろしくお願い致します。

▲�北いしかり戦での最終回2ア
ウトから4番水口選手（琴似
支店）が、応援団の期待に
応えライト前ヒットを打つ。

た 声援、ありがとうございました

2日間にわたって石狩市青葉

たたた 声援、

狩市青葉

善戦むなしく惜敗—。
ＪＡさっぽろ野球部　石狩管内ＪＡ野球大会
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裏表紙のタイトルは、
きゅうりやトマトなどに一般的に殺菌剤で使われている

「ジマンダイセン」をアレンジしたタイトルです。

◆みなさまの自慢を教えて下さい◆

小さいお子さんやお孫さん、新婚さん、ペット、
料理、新たに家業を継いだ方、家宝など、

自慢のものを大募集！
お近くの各支店または本店 広報課まで、

お気軽にお声かけ下さい。

あなたの自慢　教えて下さい
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月寒地区

竹田　修
　さんの自慢

雛
ひな ちゃ

ん（
当時
6歳
）

桃
もも ちゃ

ん（
当時
3歳
）

じゅ
んこ
（1
2才
）

可愛い孫の雛
ひな

と桃
もも

。
リヤカーを引いているのは
ミニチュアホースの“じゅんこ”
です。
ミニチュアホースは、じゅんこの
他にも 6頭います。
昨年、オープンを迎えた
「讃岐うどん　竹の家」の前で ｜。




